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「屈
」
と

「窮
屈
」

―
―
平
安
時
代
の
公
家
日
記
を
中
心
に
―
―

０

本
稿
は
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
見
え
る

「
屈
」
字
の
意
味
を
推
定
し
、

仮
名
文
学
に
お
け
る
「く

っ
す

（く
ん
ず
ご
と
の
関
係
を
述
べ
て
、
更
に

「
窮

屈
」
の
語
の
わ
が
国
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

スつ
。ま
ず
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
見
え
る

「屈
」
字
の
用
例
を
次
に
挙
げ
る
。

０
就
中
老
屈
之
身
太
以
難
耐
、　
一
夜
種
く
定
已
及
深
更
、
心
神
悩
、

「小
右

記
、
長
元
１
・
１１

・
２９
）

②
伝
聞
、
昨
日
晩
定
基
僧
都
卒
去
云
々
、
日
来
飲
食
不
受
用
、
経
日
衰
屈
、

遂
以
死
去
云
々
、
（左
経
記
、
類
衆
雑
例
、
長
元
６
・
４
ｏ
ｌ２
）

０
千
時
及
深
更
、
往
反
之
間
無
為
方
屈
了
、
（春
記
、
長
暦
４
・
８
●
５
）

四
従
今
日
可
奉
七
ケ
日
仮
文
之
由
執
申
…

（中
略
）
…
予
已
周
了
、
例
為
休

身
所
思
也
、
（春
記
、
長
久
１
・
４
・
１４
）

「
経
副
準
潮
耕
珊
可
鯵
・陣勝
一
崎鐸
”諭唸″膨鯖「岬計鰤嘲口、
（春
記
脱
端

０
自
内
有
召
、
夜
前
供
奉
御
幸
之
間
、
無
極
属
畢
、
例
申
所
労
之
由
畢
、
（中

右
記
、
寛
治
１
・
２

●
Ｉ
）

′Jヽ

山

登

久

０
侍
人
奉
於
六
条
殿
、
事
趣
者
、
大
雨
合
属
候
由
、

（後
二
条
師
通
記
、　
寛

治
４
・
１２
・
じ

０
予
則
退
出
、
須
参
御
共
也
、
雖
然
数
剋
間
無
術
屈
、
働
早
退
出
、
（殿
暦
、

康
和
４
●
６
●
１
）

０
受
領
沙
汰
之
間
及
辰
剋
、
欲
除
目
了
之
間
、
左
府
成
文
渡
右
府
令
結
之
、

未
聞
、
若
親
間
如
此
期
、
又
老
竜
之
剋
終
夜
風
ｕ
劇
如
此
歎
、
不
知
先
例
、

可
尋
、
（殿
、
暦
永
久
５
・
１
・
２０
）

右
の
例
０
に

「
屈
し
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

「屈
」
字
は

「く

っ
（
屈
）
す
」
と
い
う
漢
語
サ
変
動
詞
の
表
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「く

ん
ず
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の

「属
す
」
は
、
中
国
側
の

「
屈
す
」
の
語
義
を
も

っ
て

し
て
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
い
か
な
る
意
味
を
表
す
の
で
あ
ろ
う

か
。右
の
諸
例
の
中
で
、

「属
す
」
の
語
と
文
脈
上
、
深
い
関
連
を
も

っ
て
共
用

さ
れ
て
い
る
語
及
び
語
句
と
し
て
、
田

「老
」
・
０

「老
肇
之
剋
」、
②

「衰
」
、

０

「往
反
之
間
」、
四

「身
を
休
む
」
。
同

「休
息
」、
０

「所
労
」、
０

「大
雨

に
会
ふ
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

例
四
同
で
は
、
「屈
す
」
が

「身
を
休
む
」
「休
息
」
の
原
因
と
な

っ
て
い
て
、
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０
で
は

「所
労
の
白
申
す
」
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
０
で
は
「往
反
」

す
る
こ
と
が
、
０
で
は

「大
雨
に
会
ふ
」
こ
と
が

「
属
す
」
の
原
因
と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
の
上
に
、
０

「老
」
・
０

「老
毛
之
剋
」、
②

「衰
ふ
」
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
「属
す
」
は

「身
体

（心
も
含
め
て
）
が
悪
い
状
態
に
な
る
」

意
を
表
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
時
期
が
少
し
下
る
が
、
『
玉
葉
』
に
、

⑩
今
日
、
故
摂
政
殿
御
月
忌
也
、
然
而
、
去
夜
屈
無
レ術
、　
例
不
・一参
仕
一、

可
レ
謂
二遺
恨
一云
々
、
（仁
安
２
・
５

●
２６
）

と
あ

っ
て
、
こ
の

「属
す
」
の
意
味
は
、
⑩
の
前
日
の
記
述
に
、

ｍ
依
レ有
二所
労
「
如
二
只
今
一者
、
難
レ参
、
（同
、
仁
安
２

●
５

ｏ
２５
）

と
あ
る
の
で
、
や
は
り

「身
体

（心
を
含
む
）
が
悪
い
状
態
に
な
る
」
意
を
表

す
と
推
測
さ
れ
る
。

更
に
、
公
家
日
記
で
は
な
い
が
、
平
安
時
代
に
、
同
じ
記
録
体
で
記
さ
れ
た

『明
衡
往
来
』
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
亦
イ
　
　
　
　
　
　
　
ー

⑫
今
夏
炎
気
倍
於
例
年
…

（中
略
）
…
且
往
反
之
間
厳
牛
可
屈
歎
。
（上
本
、

少
納
言
源
）

と
あ

っ
て
、
「屈
す
」
は
人
だ
け
で
な
く
動
物
に
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
「例
年

よ
り
暑
い
夏
に
往
反
す
る
」
こ
と
が
、
「属
す
」
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
、

こ
の

「
屈
す
」
も
前
述
の
意
味
に
同
じ
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
帰
納
し
て
、

⑬
須
今
日
帰
洛
、
而
人
馬
共
屈
了
、　
例
明
旦
可
帰
之
由
示
別
当
了
、

（左
経

記
、
長
元
１
・
３

ｏ
ｌ３
）

の

「
属
す
」
も
ま
た
、
前
述
の
意
味
に
等
し
い
。

し
か
し
、
「身
体

（心
を
含
む
）
が
悪
い
状
態
に
な
る
」
と
は
意
味
範
囲
が

広
す
ぎ
る
。
具
体
的
に
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
り
、
い
か
な
る
日
本
語
に
換
言

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
更
に
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
お
け
る

「属
す
」
の
語
例
を
挙
げ

る
と
、
側
官
被
仰
云
…
（中
略
）
‥
連
日
饗
宴
、
人
力
多
属
敷
、

（小
右
記
、
長
和
２

・
２
・
２５
）

的
今
日
節
会
、
称
物
忌
之
田
不
参
、
多
是
夢
想
不
閑
之
上
、
年
老
精
進
身
已

屈
也
、
（小
右
記
、
寛
仁
２

・
１
●
・６
）

ｍ
今
日
請
六
箇
日
仮
、
枷
雌
、
奔
波
間
身。
力。
己
風
了
、
本
性
票
店
弱
之
故
也
、

（春
記
、
長
久
１

・
４
・
１５
）

ｍ
予
今
夜
宿
侍
、
不
論
昼
夜
奔
営
、
筋
力
己
屈
了
、　
不
知
為
方
、

（春
記
、

長
久
１
・
９

・
２０
）

０
身
力
已
屈
、
不
能
出
仕
、
（帥
記
、
承
暦
４

・
５
ｏ
９
）

ｍ
心
力
已
屈
、
終
日
蝶
臥
、
（帥
記
、
承
暦
５
ｏ
ｌ
・
２２
）

ω
予
終
日
祗
候
、
依
力
屈
、
示
付
少
納
言
云
、
若
御
産
気
急
者
可
告
者
、
例

白
地
退
出
了
、
（帥
記
、
永
保
１

・
４
・
１７
）

囲
次
僧
侶
為
先
威
従
、
入
自
長
楽
門
昇
着
之
中
、
永
超
律
師
被
扶
従
僧
参
上
、

暫
居
高
座
下
欲
昇
着
、
有
力
屈
不
能
昇
気
色
、

（帥
記
、
永
保
１
・
６
●

・８
）

②
成
清
力
屈
申
障
、
及
十
三
度
被
免
了
…

（中
略
）
…
次
還
御
、
予
依
身
力

屈
病
以
退
出
了
、
（帥
記
、
寛
治
２

●
８
・
７
）

の
よ
う
で
あ

っ
て
、
時
期
が
少
し
下
る
が

『明
月
記
』
に
も
、

例
暁
帰
冷
泉
、
依
心
神
屈
不
出
行
、
（承
元
１
・
２

・
７
）

と
あ
る
。

最
初
に
挙
げ
た
例
ｍ
と
０
ま
で
の
例
は
、
何
が
―
人
や
牛
馬
な
ど
で
な
く
、



も

っ
と
具
体
的
に
―

「
属
す
」
の
か
と
い
う
、

「属
す
」

の
主
体
が
記
さ
れ
て

い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「屈
す
」
が
単
独
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

こ
れ
ら
の
諸
例
で
は
、
「属
す
」
の
主
体
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
「人
力
」
「年
老
い
精
進
の
身
」
「身
力
」
「筋
力
」
「心
力
Ｌ
（心

身
の
）
力
」
只
身
体
の
）
力
」
「心
神
」
な
ど
が

「
属
す
」

の
主
体
に
な

っ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
主
体
が
、
精
神
の
力
や
肉
体
の
力
に
限
ら
れ
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の

「屈
す
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
、
中
国
側
の

「
屈
」
の
語
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。

四
食
太
多
不
レ顧
二其
後
一
俄
則
刷
安
窮
実
。
屈
、
蝠
也
。
（荀
子
、
巻
第
二
、
栄

辱
篇
、
第
四
）

的
脩
二火
憲
「
養
二山
林
藪
澤
草
木
魚
鼈
百
索
「
以
レ時
禁
発
、
使
二国
家

足
レ

用
而
財
物
不
，屈
、
虞
師
之
事
也
、
屈
、
場
也
。

（同
、
巻
第
五
、
王
制
篇
、

第
九
）

②
夫
太
上
之
道
、
生
二萬
物
一而
不
レ有
、
成
二化
像
一而
弗
レ宰
。
…

（中
略
）

…
忽
分
愧
今
、
不
レ
可
レ為
レ象
悦
、
愧
分
忽
今
、
用
不
レ屈
分
、
屈
、
場
也
。
幽

分
冥
今
、
應
二無
形
一分
、
遂
分
洞
今
、
不
二虚
動
一今
。
（淮
南
子
、
巻

一
、

原
道
訓
）

卿
初

一
、
中
冥
独
達
、
週

週
不
屈
。
日
、
壼
也
。
（太
玄
経
、
巻
第

一
、
達
）
の

よ
う
に

「
属
、
場
也
」
「属
、
蓋
也
」
と
あ
る
。

ま
た
、
『広
韻
』
に

「場
儘
」
と
あ
り
、　
わ
が
国
の
古
辞
書
で
は

『蒙
隷
万

象
名
義
』
に

「場
菫
」
と
あ
り
、
『観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
に

「屈
り
ｏキ
鯨
」

「場
”
クｏキ
鳥
」
「隷
ツ
キ
ヌ
」、
『色
葉
字
類
抄
』
に

「
尽
〃
″
ス
…
喝
…
醸
翻
獣

紀
址
」
　

（津
、
辞
字
間
）
と
あ
る
の
で
、
右
に
挙
げ
た
中
国
側
の
例
の

「屈
」

は

「
つ
き
る
」
の
意
味
と
推
定
さ
れ
る
。

次
の
中
国
側
の
二
例
の

「屈
」
も
こ
の
意
味
と
推
定
さ
れ
る
。

口
憔
然
立
二於
四
虚
之
道
「
僑
二於
稿
梧
一而
吟
。
目
知
窮
二乎
所
，欲
レ見
。
力

風
二乎
所
，欲
レ
逐
。
吾
既
不
レ
及
レ
己
。
夫
形
充
二空
虚
「
乃
至
二委
蛇
「
女

委
蛇
。
故
怠
。
（荘
子
、
巻
之
五
、
天
運
第
十
四
）

ｍ
賛
日
、
安
平
立
レ節
、
雅
性
貞
亮
。
高
密
含
レ和
、
宗
室
之
望
。
新
察
遇
レ

禍
、
忠
全
元
喪
。
謙
門
狗
レ義
、
力
刷
志
場
。
勲
自
胎
レ戚
、
名
隕
身
亡
。

順
不
二血
忌
、
流
ニー
播
退
方
。
釜
日書
、
列
伝
第
七
、
安
平
献
王
）

そ
こ
で
、
さ
き
に
挙
げ
た
例
回
―
口
の

「属
す
」
を

「
つ
き
る
」
の
意
味
と

す
る
と
全
文
の
意
味
は
通
じ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の

「属
す
」
の
主
体
が
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
精
神
の
力
や
肉

体
の
力
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
国
側
の

「屈
」
の
語
の
主
体
は
、

ｍ
ｍ
の
よ
う
に

「肉
体
の
力
」
「心
身
の
力
」
の
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
他
の

例
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
文
中
に

「屈
」
の
主
体
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
文
脈
の
上
か

ら
、
そ
れ
が
推
定
さ
れ
得
る
。

す
な
わ
ち
、
公
家
日
記
に
お
い
て

「属
す
」
が

「
つ
き
る
」
の
意
味
で
使
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
用
法
が
限
定
さ
れ
て
、
そ
の
主
体
は

「精
神
の
力

・

肉
体
の
力
」
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
、
本
稿
の
は
じ
め
に
挙
げ
た

「
屈
す
」
の
単
独
用
法
の
場
合

の
意
味
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

「屈
す
」
と
文
脈
上
、
深
い
関
連
を
も

っ
て
共
用
さ
れ
て
い
る
語
や
語
句
と

の
関
係
か
ら
、
「屈
す
」

は

「身
体

（心
を
含
む
）
が
悪
い
状
態
に
な
る
」
意

味
と
推
測
さ
れ
た
が
、
こ
の
意
味
も
、
「屈
、
場
也
」
「屈
、
蓋
也
」
と
い
う
、

「
つ
き
る
」
の
意
味
か
ら
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
「屈
す
」
が

「
つ
き
る
」
の
意
味
で
、
そ
の
主
体
を
伴

っ
て
使

用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
語
の
用
法
が
限
定
さ
れ
て
、
「精
神
の
力

・
肉
体
の
力
」

に
つ
い
て
云
う
場
合
に
の
み
使
用
さ
れ
た
た
め
に
、　
そ
の
意
味
が

「
（精
神
の

力

・
肉
体
の
力
）
が
つ
き
る
」
と
な
り
、
更
に

「屈
す
」
が
単
独
で
使
用
さ
れ

る
に
及
ん
で

「精
神
の
力

・
肉
体
の
力
が
つ
き
る
」
す
な
わ
ち

「疲
れ
る
ス
あ

る
場
合
に
は

「
か
ら
だ
が
弱
る
し

の
意
味
と
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
き
に
挙
げ
た

「屈
す
」
の
語
の
単
独
用
法
の
諸
例
は
、

「属
す
」
を

「疲

れ
る
」
（あ
る
場
合
に
は

「
か
ら
だ
が
弱
る
し

の
意
味
に
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

全
文
の
意
味
は
通
じ
る
が
、
更
に
こ
れ
を
支
持
す
る
事
実
を
以
下
に
述
べ
る
。

『今
昔
物
語
』
に
、

側
其
ノ時
二ヽ

外
道
、
一轟
梶
登テ
見
二ヽ
傷
ヽ
家
家
二」
経
ヽ
日
高ク
成
マデ
供
養
モ
不
島
疲。
極。
ッ
テ

返
給
、
女
奔

察
水
受
児
願
給
見
不
…

（以
下
略
）
（巻
第

一
、
佛
、
入
婆

羅
門
城
乞
食
給
語
第
十

一
、　
一
、
％
）

制
太
子
、
此フ島
退
キ
Ｌ
給
フ、
喬
堀
魔
急
鳴
追ヒ行
イ
疾ク
邊
給
ヒ、
Ｌ
追ガ
故
二ヽ

太
子
′、前
ニ

立
給
、
喬
堀
魔
羅
疲
極

′
不
追
付
。

（巻
第

一
、
煮
堀
魔
羅
、
切
佛
指
語

第
十
六
、　
一
８５
。
・０
）

側
為
バ
不
罷
行
ル＆
瀞
ン
極。
ン
テ我
ガ命
モ
可
絶
ッ
菓

・
鵡
拾
″′、ム為
メ
ニ山
野
二罷
出
″ぅ間
、

此
子
共
師
子
預
師
子
預
奉
。

（同
、
巻
第
五
、
師
子
、
哀
猿
子
割
肉
与
鷲

語
第
十
四
、　
一
３６８
。
９
）

と
あ
る

「疲

（商
）
極
」
を
、　
日
本
古
典
文
学
大
系
本
　
（昭
和
“
年
２
月
発

行
）
で
は

「疲

（高
）
極
　
」テ　
と
読
み
、
校
注
者
は
第

一
巻
の
補
注
の
項
で
、

「
こ
こ
に
お
い
て
か
、
上
の
疲
も
し
く
は
高
と
下
の
極
と
は
同
義
に
し
て
、　
し

か
も
上
は
訓
に
よ
り
、
下
は
音
に
基
く
、　
一
種
の
重
言
た
る
こ
と
を
知
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、

ω
右
府
疲
屈
給
了
云
云
、
尤
不
便
事
也
、
（春
記
、
長
久
２
●
３

・
２７
）

の

「疲
　
屈
」
は
、
上
下
同
義
で
、
上
は
訓
に
よ
り
、
下
は
音
に
基
く

一
種
の

重
言
と
理
解
し
て
よ
い
こ
と
に
な
り
、
「屈
す
」
は

「疲
れ
る
」
の
意
味
と
見
て

さ
し
つ
か
え
は
な
い
。

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
『温
古
知
新
書

（尊
経
閣
文
庫
本
と

に

「鳥
、
海

同屈
」
（態
芸
門
）
と
見
え
る
こ
と
も
、
「く
た
び
る
」
が

「疲
れ
る
」
と
類
義
語

で
あ

っ
て
、
「く
た
び
る
」
の
方
が
時
代
的
に
後
出
の
語
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
「属
す
」
の
語
を

「疲
れ
る
」

の
意
味
に
理
解
し
て
よ
い
一
つ
の
証
左

と
い
え
よ
う
。

な
お
、
「困
ず
」
は
仮
名
文
学
語
、
「疲
る
」
は
漢
文
訓
読
語
と
云
わ
れ
て
い

て
、
両
者
は
位
相
語
で
あ
る
。
前
述
の

『
日
本
古
典
文
学
大
系
本
今
昔
物
語
』

の
補
注
で
、
校
註
者
は
、
「困
」

の
字
面
の
代
り
に

「極
」
字
が
あ
て
ら
れ
る

べ
き
場
合
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「困
ず

（極
ズ
ご

「疲
る
」

と
同
様
に
、
「疲
れ
る
」
の
意
の

「屈
す
」
も
記
録
語
―
主
と
し
て
記
録
体
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
文
章
に
見
え
る
語
―
で
あ

っ
て
、
位
相
語
で
あ
る
。

従

っ
て
、
今
昔
物
語
に
は

「
疲

（磁
）
極
　
」
と
あ
り
、
平
安
時
代
の
公
家

日
記
に
は

「疲
　
屈
」
と
あ
る
こ
と
は
、
今
昔
物
語
の
文
章
と
平
安
時
代
の
公

家
日
記
の
文
章
と
の
位
相
差
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
吾
妻
鏡
』
に
、

図
北
條
殿
父
子
二
人
。
亦
与
二景
親
等
「
依
下令
二攻
戦
一給
¨
筋
力
漸
疲
分
。

（治
承
４
・
８
●
２４
、
３
）

田
義
澄
等
雖
二相
戦
つ
昨
軸
比
今
雨
日
合
戦
。
力。
劇
矢
蓋
。　
臨
二半
更
一捨
レ城

逃
去
。
（同
、
治
承
４

・
８
●
２６
、
４
）

と
あ

っ
て
、
「筋
力
漸
疲
」
「力
疲
」
と
あ
る
こ
と
は
、
例
ｍ
に

「筋
力
己
屈
」、



ω
囲
口
に

「力
屈
」
と
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、　
星
口妻
鏡
』

の
文
章
と
平

安
時
代
の
公
家
日
記
の
文
章
と
の
位
相
差
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

日

こ
こ
で
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
の
方
面
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。

田
ひ
る
は
、
さ
て
も
ま
き
ら
は
し
給
ふ
を
、
ゆ
ふ
く
れ
と
な
れ
は
、
い
み
し

く
く
し
給
へ
は
、
か
く
て
は
、
い
か
て
か
す
こ
し
給
は
む
と
、
な
く
さ
め

わ
ひ
て
、
め
の
と
も
な
き
あ
へ
り
。
（源
氏
物
語
、
若
紫
）

帥
ひ
め
君
、
い
か
に
つ
れ
ノ
ヽ
な
ら
ん
、
ひ
こ
ろ
に
な
れ
は
、
く
し
て
や
あ

ら
む
と
、
ら
う
た
く
お
ほ
し
や
る
。
（同
、
花
宴
）

田
（前
略
）院
に
は
、
猶
、
こ
の
た
い
に
の
み
も
の
せ
さ
せ
給
な
め
り
な
。
か

の
お
ほ
ん
お
ほ
え
の
、
こ
と
な
る
な
め
り
か
し
。
こ
の
宮
、
い
か
に
お
ほ

す
ら
ん
。
み
か
と
の
、
な
ら
ひ
な
く
な
ら
は
し
た
て
ま
つ
り
給
へ
る
に
、

さ
し
も
あ
ら
て
、
ｑ
ｕ
給
に
た
ら
ん
こ
そ
、
心
く
る
し
け
れ
と
、
あ
い
な

く
い
へ
は
（以
下
略
）
（同
、
若
菜
上
）

側
（前
略
）も
て
ま
い
り
て
、
み
れ
は
、
ひ
め
君
ふ
た
と
こ
ろ
、
う
ち
か
た
ら

ひ
て
、
い
と
、
い
た
う
０
川
ｕ
た
ま
へ
り
。
（同
、
竹
河
）

〔制証融げ鰤嘲躊嘲漱嗜以『南は̈
臨蹴成　校異篇』による。〕

側
只
今
、
猶
此
の
御
返
事
た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
、
取
り
む
か
ふ
に
、
人
々
、

か
ん
た
ち
め
な
と
、
神
の
事
申
に
ま
い
り
給
へ
れ
は
、
西
お
も
て
に
出
居

て
、
物
聞
え
な
と
す
る
に
ま
き
れ
ぬ
。
こ
と
人
は
た
、
さ
し
て
え
た
ら
ん

人
こ
そ
せ
め
と
て
、
や
み
ぬ
。
猶
、
此
の
事
に
す
く
せ
な
き
日
な
め
り
と

ｑ
川
ｕ
て
、
今
は
い
か
て
、
さ
な
む
い
き
た
り
し
と
た
に
、
人
に
お
ほ
く

き
か
せ
し
な
と
わ
ら
ふ
。

３
一巻
本
枕
草
子
、
第
百
四
段
、
五
月
の
御
さ

う
し
の
ほ
と
し
き
に
）

〔詢
紳
罐
縁
嘲
は
『
畔
。 『校
本
枕
冊
子
』

（古
悧
文
庫
）
に
よ
る
。
句
〕

側
面
影
に
お
ぼ
え
て
悲
し
け
れ
ば
、
月
の
け
う
も
お
ぼ
え
ず
、
く
ん
じ
臥
し

ぬ
。
（更
級
日
記
）

囲

「
心
に
ま
か
せ
て
遊
び
た
は
ぶ
れ
し
て
、
侍
ひ
よ
か
り
ぬ
べ
く
、
君
の
、

い
と
い
た
く
ｄ
川
ｕ
た
ま
へ
る
御
心
を
も
、
『世
の
憂
き
よ
り
は
』

と
、

思
し
な
ぐ
さ
め
さ
せ
ん
」
と
、
（以
下
略
）
（夜
の
寝
覚
、
巻
二
）

０
身
の
お
ぼ
え
か
た
は
し
に
、
い
み
じ
く
く
ん
じ
卑
下
せ
ら
れ
て
、
か
く
て

も
の
し
給
ふ
ほ
ど
、
む
か
し
よ
り
の
心
の
う
ち
を
、
あ
は
れ
と
も
、
心
憂

し
と
も
、
き
こ
え
知
ら
せ
ん
と
て
、
（以
下
略
）
（同
、
巻
三
）

〔』一「『【『一一［静一̈一牛は一『中に̈」】『輻̈
つ「α〕

右
の
諸
例
の

「く
す
」

「く
ん
ず
」
は
、　
す
べ
て

「
心
が
沈
む
」
の
意
味
で

あ
る
が
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
で
は
、
こ
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

次
に
、
右
の
例
間
の

「く
し
」
に
つ
い
て
、
『
眠
江
入
楚
第
五
』
（国
文
学
註

釈
叢
書
七
）
に
、

い
み
た
だ
メ
ー
ル
積
へ
ば
　
こ
と
の
ほ
か
屈
し
た
る
也
。

と
あ

っ
て
、
「く
し
」
を

「属
す
」
の
語
と
解
釈
し
て
い
る
。

「く

っ
す
」
が

「く
ん
ず
」
と
な
る
語
形
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代

に
促
音
の

「
ツ
」
も
撥
音
の

「
ン
」
も
共
に

「
レ
」
の
如
き
符
号
で
表
記
せ
ら

れ
て
い
た
の
で

「
く

っ
す
」
が

「く
ん
ず
」
と
も
な

っ
た
と
い
う
説

（た
と
え

ば
、
『源
氏
物
語

一
』
Ａ
日
本
古
典
文
学
大
系
Ｖ
の
補
注
）
が

一
般
的
で
あ
る
。



以
下
に
は
、
「く
す
」
「く

っ
す
」
「く
ん
ず
」
を
代
表
し
て

「く

っ
す
」
と

い
う
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
「く

っ
す
」
が

「心
が
沈
む
」

の
意
味
を
表
す
よ
う
に

な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

佐
藤
喜
代
治
氏
は

『
日
本
の
漢
語
』
（角
川
書
店
）
の
中
で
、

回
高
祖
因
押
ニー
侮
諸
客
。
遂
坐
二上
坐
一無
レ所
レ訓
。
（漢
書
、
高
帝
紀
）

の

「訓
」
を

「
ひ
る
む
」
の
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
「訓
」
字
は

「屈
」
の
古

字
で
あ
り
、
「源
氏
物
語
』
の

「属
す
」
は
こ
の

「訓

（屈
ど

の
意
に
基
づ
く

の
で
あ
ろ
う
が
同

一
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
、
こ
の

「心
が
沈
む
」
の
場
合
も
、
「屈
、
場
也
」
「屈
、

轟
也
」
す
な
わ
ち

「
つ
き
る
」
の
意
味
が
基
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
る
。

平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
見
え
る
単
独
用
法
の

「屈
す
」
は

「疲
れ
る
只
あ

る
場
合
に
は

「
か
ら
だ
が
弱
る
し

の
意
味
で
あ
り
、
詳
し
く
は

「精
神
の
力
・

肉
体
の
力
が
尽
き
る
」
の
意
味
で
あ

っ
た
。
そ
の
場
合
の

「精
神
」
と
は
、体
の

機
能
や
組
織
の
面
に
お
け
る
精
神
で
あ
り
、一一口
い
換
え
れ
ば
、生
理
的
な
方
面
で

の
精
神
で
あ
る
が
、仮
名
文
学
の
「屈
す
」
は
、
感
情
的
、情
緒
的
な
面
に
お
け
る

精
神
、
す
な
わ
ち
生
理
的
な
精
神
に
対
し
て
、
心
理
的
な
方
面
で
の
精
神
が
尽

き
る
の
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら

「心
が
沈
む
」
の
意
味
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、

的
少
将
、
落
雀
の
君
と
は
聞
か
ざ
り
け
れ
ば
、
「何
の
名
ぞ
、
落
窪
は
」
と

い
へ
ば
、
女
い
み
じ
く
は
づ
か
し
く
て
、
「
い
さ
」
と
い
ら
ふ
。
「人
の
名

に
い
か
に
つ
け
た
る
ぞ
。
論
な
う
く
し
た
る
人
の
名
な
ら
ん
。
き
ら
ノ
ヽ

し
か
ら
ぬ
人
の
名
な
り
。
（以
下
略
）
（落
窪
物
語
、
巻
之

一
）

固
み
ち
か
ひ
に
て
た
に
、
人
か
、
な
に
そ
と
た
に
、
御
覧
し
わ
く
へ
く
も
あ

ら
す
、
ま
つ
、
を
ひ
は
ら
ひ
つ
へ
き
し
つ
の
お
の
、
む
つ
ま
し
う
、
哀
に
、

お
ほ
さ
る
ヽ
も
、
わ
れ
な
か
ら
、
か
た
し
け
な
く
、
ｄ
ｕ
に
け
る
心
の
ほ

と
、
思
ひ
し
ら
る
。
（源
氏
物
語
、
明
石
）

の

「く

っ
す
」
は

「
卑
屈
に
な
る
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
「心
が
沈
む
」

の
意

味
か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
公
家
日
記
に
見
え
る
単
独
用
法
の

「
属
す
」
と
仮
名
文
学
に
お
け

る

「く

っ
す
」
の
異
な
る
点
を
あ
げ
る
と
、
一別
述
の
「精
神
的
な
力
が
尽
き
る
」

の

「精
神
」
の
質
の
違
い
の
ほ
か
に
、
公
家
日
記
の
方
に
は

「
肉
体
的
な
力
が

尽
き
る
」
の
意
味
が
あ

っ
て
、
人
以
外
に
牛
、
馬
な
ど
に
つ
い
て
も
こ
の
語
が

使
用
さ
れ
る
が
、
仮
名
文
学
の
方
に
は
こ
の
意
味
が
な
く
、
従

っ
て
人
に
つ
い

て
の
み
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
名
文
学
の
方
で
は
、
「く

っ
す
」

が
他
の
語
と
複
合
し
て
、
響
口
い
く

っ
す

。
う
ち
く

っ
す

。
思
ひ
く

っ
す

。
お

ぼ
し
く

っ
す

。
物
思
ひ
く

っ
す

。
く

っ
し
い
た
げ
な
り

。
く

っ
し
い
た
し

ｏ
く

っ
し
入
る
ｏ
く

っ
し
じ
め
る

ｏ
く

っ
し
し
を
る

ｏ
く

っ
し
す
ぐ
・く

っ
し
は
つ
」

な
ど
の
複
合
語
を
つ
く
る
が
、
公
家
日
記
で
は
、
前
述
の

「疲
れ
属
す
」
の
重

言
の
場
合
を
除
い
て
こ
の
用
法
は
な
い
。

日

『小
右
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

印
桑
糸
二
疋
、
綿
二
屯
、
遺
雅
楽
頭
為
成
真
人
許
、
従
去
年
或
病
、
或
患
、

或
鋼
風
、
至
今
不
出
仕
、
無
衣
裳
云
々
、
”
所
給
、
（万
寿
２
・２
●
２
）

右
の
例
の

「窮
屈
」
は
、
「病
」
「患
」
と
い
う
、

「身
体
が
正
常
で
な
い
状

態
に
な
る
」
意
味
の
語
と
並
列
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
少
し
時
期
が
下
る
が

『
明
月
記
』
に
、

側
今
日
昨
日
事
不
発
、
只
咳
病
猶
以
無
術
之
上
、
心
神
鋼
副
無
為
方
、
（正

治
２

・
１１
・
１
）

17



と
あ
る
の
で
、
「窮
属
」
と
い
う
語
は
、
肉
体
だ
け
で
な
く
心
に
つ
い
て
も
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
稿
の
０
に
挙
げ
た
同
じ
日
記
の
、
例
側
の

「依

心
神
屈
不
出
行
」
と
比
較
す
る
と
、
「窮
屈
」
と

「屈
す
」
と
は
同
義
の
語
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
「窮
」
の
語
義
を
調
べ
る
と
、

四
指
窮
二於
為
ラ
薪
。
火
伝
也
不
レ知
二其
表
一也
。
（荘
子
、
養
生
主
第
三
、
第

五
為
薪
説
）

の
郭
象
の
注
に
、
「窮
、
蓋
也
。」
と
あ
り
、
ま
た
、

回
二
人
交
射
、
中
路
矢
鋒
相
燭
、
而
墜
二於
地
一而
塵
不
レ揚
。
飛
衛
之
矢
先

窮
、
紀
昌
遺
二

矢
「
（列
子
、
湯
間
第
五
、
第
十
四
章
）

の

「
窮
」
は
、

「飛
衛
の
矢
が
ま
ず
つ
き
て
、
紀
昌
は

一
本
の
矢
を
残
し
て
い

た
。」
と
い
う
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
の
で
、
「
つ
き

（尽
）
る
」
の
意
味
で
あ
る
。

ま
た
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
（春
日
政
治
氏
著
『
西
大
寺

本
金
光
明
最
勝
王
経
古
典
の
国
語
学
的
研
究
』
∧
勉
誠
社
Ｖ
に
よ
る
）
に

「窮

ク
る
こ
と
無
し
」
と
見
え
る
の
で
、
前
述
の

「
屈
」
の
語
義
と
同
じ
く

「
つ
き

る
」
の
意
味
で
あ

っ
て
、
「窮
屈
」
は

「
つ
き
る
」

の
意
味
の
連
文
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
「窮
屈
」
を
公
家
日
記
の

「属
す
」
と
同
じ
よ
う
に

「精
神
の
力

・
肉
体
の
力
が
つ
き
る
」
す
な
わ
ち

「疲
れ
る
」

（あ
る
場
合
に
は

「
か
ら
だ

が
弱
る
し
の
意
味
に
と
る
と
例
囮
回
の
全
文
の
意
味
は
通
じ
る
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
次
の

国
盛
長
来
云
、
殿
御
使
也
、
命
云
、
定
刻
風
如
何
、
明
日
院
前
駈
馬
為
之
如

何
、
承
給
了
、
（後
二
条
師
通
記
、
寛
治
６
●
４
・
２０
）

団
天
皇
、
還
ニー
御
土
御
門
内
裏
「
予
依
二剰
周
一不
参
、
（台
記
、
康
治
１
・

■
・
・９
）

０
連
日
剣
日
、
病
身
誠
以
辛
苦
、
巳
時
許
忽
振
出
、
（明
月
記
、
正
治
２
・

１０
。
２９
）

団
巳
時
大
檜
正
被
来
訪
、
参
北
野
、
平
野
、
清
涼
寺
、
法
輪
寺
、
更
無
刻
鳳

之
氣
、
衿
婢
八
（明
月
記
、
嘉
頑
１
・
５

ｏ
３
）

の

「
窮
屈
」
は
、
公
家
日
記
の

「
屈
す
」
と
同
じ
く

「疲
れ
る
」
の
意
味
で
使

用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
公
家
日
記
で
は
な
い
が
、
『新
猿
楽
記
』
に
も

ω
年
十
八
。
容
顔
美
麗
。
放
逸
豊
顔
也
。　
一
偏
立
二妖
艶
之
道
「
未
〓嘗
知
二

世
間
之
上
「
雖
レ然
養
二沈
論
剣
剛
之
性
「
罷
二世
路
喧
篇
之
思
つ

の
よ
う
な
例
が
見
え
て
、
こ
の

「窮
屈
」
も
公
家
日
記
の
場
合
と
同
じ
意
味
で

あ
る
。
『明
月
記
』
に
は
、
「窮
属
」
と
い
う
語
が
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を

佐
藤
喜
代
治
氏
は
、
前
述
の

『
日
本
の
漢
語
』
の
中
で
、
「体
の
苦
痛
を
言
い

表
す
の
に
用
い
て
い
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に

「疲
れ

る
」
（あ
る
場
合
に
は

「
か
ら
だ
が
弱
る
し

の
意
味
や
原
義
の
ま
ま
で

「精
神

の
力

・
肉
体
の
力
が
つ
き
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

な
お

『古
事
談
』
に
、

口
南
京
永
超
檜
都

ハ
無
二魚
肉
一之
限
者
。
ｋ
非
陀

モ
都
不
レ食
之
人
也
。
公

請
勤
テ
在
京
之
陀
久
不
二魚
食
「
剰
風
シ
テ
下
向
之
間
。
於
二丈
六
堂
辺
一

昼
破
子
之
睦
。
弟
子
一
人
近
辺
ノ
在
家
ニ
テ
魚
味
ヲ
乞
テ
令
レ勧
レ之
一^
々
。

（第
三
　
僧
行
）
∧
国
史
大
系
本
Ｖ

と
あ
る

「窮
屈
シ
」
は
、
「精
神
の
力
・
肉
体
の
力
が
つ
き
る
」

の
原
義
か
ら

「か
ら
だ
が
弱
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
∧
東
京
大
学
出
版
会
Ｖ
に
、

団
而
頃
―
年
相
―
就
因
縁
経
―
廻
―
外
土
適
還
京
都
貧
遺
為
宗
毎
見
朧
掘
之



愁
弥
増
哀
憐
之
思

〔返
点
は
省
略
。
付
訓
も
必
要
な
部
分
の
み
を
記
し
た
。〕

と
３あ
る

「
饉
静
層
」
は
、　
Ｆ
巴
華
牢
〓
銀
わ
Ｌ

に

「盛
滞
贋
攀
燦
笏
ジ
ツ
」
（大
、̈
畳
卓
出
‐Ｊ
）

と
あ
り
、
ま
た
文
脈
の
上
か
ら
み
て
も

「
ま
ず
し
い
状
態
」
の
意
味
を
表
す
語

と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
「窮
、
隷
也
」
す
な
わ
ち
、
「
つ
き
る
」
が

金
銭
の
方
面
に
使
用
せ
ら
れ
て

「金
銭
が
つ
き
る
」
の
意
味
か
ら

「
ま
ず
し
い

状
態
」
の
意
味
に
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
公
家
日
記
に
お
い
て
は
、

ω
今
日
釧
風
察
思
食
、
退
出
可
休
息
之
旨
有
効
定
、

（経
俊
卿
記
、
正
元
１

・
６
・
５
）

側
予
帰
北
山
、
紆
鵬
頂
夕
座
懺
法
如
例
、
鋼
風
無
治
術
、
（公
衡
公
記
、
弘
安

６
・
８

・
７
）

（審
）

ｍ
改
元
己
下
事
、
不
蓋
之
間
、
尋
申
右
相
、
返
報
続
之
、

自
是
可
申
之
由
思
給
候
処
、
両
条
伎
議
始
終
奉
行
、
至
辰
三
点
退
出
、
窮

屈
以
外
候
之
間
、
子
今
平
臥
候
つ
、
例
干
今
不
令
申
候
つ
…
（中
略
）
…
群

議
之
趣
、
此
間
以
泰
尚
朝
臣
委
可
令
申
候
也
、
窮
屈
猶
個
然
之
間
、
併
令

省
略
候
也
、
（園
太
暦
、
延
文
１

・
３

・
２９
）

ｍ

一
献
後
入
御
之
間
、
余
退
出
、
依
剣
日
也
、

（兼
宣
公
記
、　
嘉
慶
１

・
１

●
７
）

ω
右
兵
衛
督
亭

へ
倉
部

・
教
豊

。
徳
菊
丸
罷
参
、
予
柳
窮
屈
之
間
不
出
、
姫

御
料
罷
向
、
（教
言
卿
記
、
応
永
１３
・
１

・
・３
）

の
よ
う
に
、
中
世
に
入

っ
て
も

「精
神
の
力

・
肉
体
の
力
が
つ
き
る
」
す
な
わ

ち
、
「疲
れ
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
日
葡
辞
書
』
（土
井
忠
生
氏
他
編
訳

『邦
訳
日
葡
辞
書
』
Ａ
岩

波
書
店
Ｖ
に
よ
る
）
に
、

Ｄ
”“
ｏ卑
・
十
卜
ヽ
ヽ
ヽ

（沿
コ
）
嗜
″
よ
゛
ヽ
０
”●
８
増
日
ミ
ロ
ｏ３
９

】・
言
【ｏ●
Ｆ

（洵
０
畔
呻
゛
臼
卜
・
呻
汁
■
・
尚
コ
）
醸
”
鮮
誡
卜
が
臼

針
・　
呻
汁
■
・　
刈
執
も
蝶
が
β
ヽ
・

と
あ
る
よ
う
に
、

団
早
旦
退
出
、
行
水
、
今
日
安
閑
鋼
日
之
間
大
略
終
日
平
臥
、
（実
隆
公
記
、

文
明
８
・
１

●
２２
）

の
よ
う
な
例
が
室
町
中
期
頃
に
な
る
と
現
れ
る
。

右
の
例
の

「安
閑
」
は

『
日
葡
辞
書
』
に
、

＞
日
８
，

（鶏
囲
）
く
”
〓
ｆ
¨
Ｌ
ミ
●
８
●
Ｐ

（冷
全

ヨ
ツ
”
）
「
着
）

け
ら
，
再
ヽ
番
誡
・

と
あ
る
の
で
、
右
の

「窮
属
」
は

「退
屈
」
の
意
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
つ
い
で
に
付
け
加
え
る
と
、
「窮
属
」
の
語
が

「狭
苦
し
い
、　
不
自

由
だ
」
と
い
う
今
日
的
な
意
味
に
な
る
の
は
、
佐
藤
喜
代
治
氏
が
前
述
の

『
日

本
の
漢
語
』
の
中
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「大
蔵
虎
明
本
能
狂
言
』
の
、

回
こ
な
た
の
お
屋
敷
が
せ
ば
う
ご
ざ

っ
て
、
御
き
う
く
つ
に
御
座
ら
う
と
思

し
召
し
、
あ
な
た
に
広
々
と
し
た
屋
敷
を
と

っ
て
お
か
せ
ら
れ
て
ご
ざ
る

ほ
ど
に
、
（以
下
略
）
（武
悪
）

の
例
の
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
。

『
太
平
記
』
に
、

ｍ
丹
誠
無
ニ
ノ
御
勤
、
感
応
ナ
ド
カ
ア
ラ
ザ
ラ
ン
ト
、
神
慮
モ
暗

二
被
レ計

タ
リ
。
終
夜
ノ
礼
拝

二
御
剰
鳳
有
ケ
レ
バ
、
御
肱
フ
曲
テ
枕
ト
シ
テ
暫
御

目
睡
在
ケ
ル
御
夢

二
、
（巻
第
五
、
大
塔
宮
熊
野
落
事
）

と
あ
る

「窮
屈
」
に
つ
い
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
頭
注
に

「心
身
の
不

自
由
な
こ
と
」
と
あ
る
の
は
、
時
代
的
に
見
て
無
理
で
あ

っ
て
、
「疲
れ
る
こ
と
」
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と
い
う
意
味
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
後
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、

「窮
屈
」
の
語
は
、　
中
国
側
で
は
い
か

な
る
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、

口
君
之
不
二令
民
「
父
之
不
二孝
子
「
兄
之
不
二悌
弟
（
皆
郷
里
之
所
釜
護
者

而
逐
レ之
。
憚
二耕
稼
採
薪
之
勢
、
不
レ肯
レ官
二人
事
「
而
祈
二美
衣
多
食
之

楽
「
智
巧
鋼
風
、
無
二以
為
，之
。
鵬
謹
、
（呂
氏
春
秋
、
巻
十
、
安
死
）

と
あ
る
よ
う
に
、
右
の
例
の

「窮
屈
」
は
、
「窮
、
極
」
「屈
、
蓋
」
と
注
が
あ

マ
ル

リ
、
「窮
」
は

『観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
に

「
。
キ
轄
ム

。
」
と
ぁ
る
の
で
、

「窮
屈
」
は

「き
わ
ま
り
つ
く
」
の
意
味
と
な
る
が
、
前
述
の
よ
う
に

「窮
屈
」

を

「
つ
き
る
」
の
意
味
の
連
文
と
見
て
、
右
の
例
の

「
智
巧
窮
屈
」
を

「知
恵

と
技
巧
も
尽
き
て
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
考
え
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
が
国
の
「窮
屈
」
の
語
の
意
味
は
、
「屈
」

の
語
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
側
の
、
連
文
と
し
て
の

「窮
屈
」
の
用
法

が
限
定
さ
れ
て
、
「窮
屈
」
の
語
の
主
体
と
な
る
も
の
―
何
が
つ
き
る
の
か
の
、

「何
が
」
に
あ
た
る
も
の
―
が
限
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
成
立
し
た
と

い
う
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
つ
き
る
」
と
い
う
意
味
の

「
属
す
」
と
い
う
語
は
、
中
国
側
の

「屈
」
の

語
の
用
法
が
限
定
さ
れ
て
、
「属
す
」
の
主
体
が

「精
神
の
力

・
肉
体
の
力
」

に
の
み
限
定
さ
れ
、
次
に
、
「精
神
の
力

・
肉
体
の
力
が
つ
き
る
」
す
な
わ
ち
、

「疲
れ
る
」
（あ
る
場
合
に
は

「
か
ら
だ
が
弱
る
し

の
意
味
と
な

っ
て

「
属
す
」

の
単
独
用
法
が
生
じ
て
、
そ
れ
ら
の
例
は
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
見
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
場
合
の

「精
神
」
と
は
、
生
理
的
な
精
神
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

心
理
的
な
精
神
と
な
る

一
方
で
、
「屈
す
」
が

「肉
体
の
力
」
を
主
体
と
し
な
く

な
り
、
「屈
す
」
が

「心
理
的
な
精
神
が
つ
き
る
」
す
な
わ
ち
、
「心
が
沈
む
」

の
意
と
な

っ
て
、
仮
名
文
学
に
お
け
る

「く

っ
す

（く
ん
ず
と

が
成
立
す
る
。

わ
が
国
に
お
け
る

「窮
屈
」
の
語
も
ま
た
、
中
国
側
に
お
け
る

「窮
屈
」
の

語
の
用
法
が
限
定
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
公
家
日
記
に
お
け
る
、

「屈
す
」

の
単
独
用
法
の
場
合
の
意
味
と
同
様
に

「精
神
の
力

・
肉
体
の
力
が

つ
き
る
」
と
い
う
意
味
を
原
義
と
し
て
、
「疲
れ
る
」
（あ
る
場
合
に
は

「
か
ら

だ
が
弱
る
し

の
意
味
を
表
す
が
、
こ
の
語
は

「屈
す
」
よ
り
も
多
義
で
あ
る
。

な
お
、
公
家
日
記
に
見
え
る
単
独
用
法
の

「
屈
す
」
は
、
記
録
語
と
い
う
位

相
語
で
あ
る
こ
と
も
見
過
ご
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。

○
本
文
中
に
明
記
し
な
か
っ
た
使
用
テ
キ
ス
ト

荀
子

。
呂
氏
春
秋

・
淮
南
子

。
太
玄
経
―
四
部
叢
刊
、
列
子

・
荘
子
―
漢

文
大
系
、
工墨
日―
和
刻
本
正
史
、

小
右
記

。
後
二
條
師
通
記

・
殿
暦
―
大
日
本
古
記
録
、
左
経
記

・
春
記

・

中
右
記

。
帥
記

。
台
記
―
増
補
史
料
大
成
、
公
衡
公
記

・
園
太
暦

・
兼
宣

公
記

・
教
言
卿
記

。
実
隆
公
記
―
史
料
纂
集
、
玉
葉
―
す
み
や
書
房
、
明

月
記
―
国
書
刊
行
会
、
吾
妻
鏡
―
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
経
俊
卿
記
―
図

書
寮
叢
刊
、
明
衡
往
来

（雲
州
消
息
）
。
新
猿
楽
記
―
群
書
類
従
、


